
第４号様式 

 

事業実績書 

事業名 WikipediaTown 沼津 

場所 沼津市全域 

期間   平成 30 年 4 月 11 日 ～ 平成 31 年 3 月 21 日 

 日程 実施項目・作業項目 

事 

業 

内 

容 

 

※ 実施内容、実施場所、参加対象、人員配置、役割分担など、スケジュールも併せてわかりやすく記載

してください。 

 イベントや研修会等の行事日程だけでなく、事業期間すべてにわたる実施内容を記入してください。(打

合せ・会議・資料作成・参加者募集・準備・検討会など) 

2018/3月中旬 Wikipediatown沼津#9 の予約受付を Doorkeeper と FB で開始。 

2018/4月上旬 興国寺城についてのリファレンスを行う。 

2018/4/15 WikipediaTown沼津#9 を行う。 

・大泉寺さんにて、WikipediaTown についてを Code for ふじのくに市川から、 

 興国寺城について文化財センターの木村さんから解説。 

・学芸員さんの解説を聞きながら興国寺城のフィールドワーク。 

・沼津市立図書館講座室にてリファレンス資料を参考に Wikipedia執筆作業。 

＜Wikipedia 興国寺城記事＞

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%88%88%E5%9B%BD%E5%AF%BA%E5%9F%8E 

2018/4/17 Code for ふじのくに HP に WikipediaTown#9 のまとめ記事を掲載。 

2018/６月上旬 沼津市第一地区連合自治会にWikipediaTown10のチラシを回覧。 

2018/6月上旬 WikipediaTown沼津#10 の予約受付を Doorkeeper と FB で開始。

2018/7月上旬 沼津城、三枚橋城についてのリファレンスを行う。 

2018/7/16 WikipediaTown沼津#10 を行う。 

・沼津市立図書館にて WikipediaTown についての説明を市川から行う。 

#10 では京都府と埼玉県から図書館司書さんが Wikipediatown を勉強しに参加。 

・当時沼津で実証実験を行っていた MyCityReport の使い方を独自に作成し、 

フィールドワーク中に参加者で実際に使用する。 

・学芸員さんの解説を聞きながら沼津城、三枚橋城跡のフィールドワークを行う。 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E8%88%88%E5%9B%BD%E5%AF%BA%E5%9F%8E


・沼津市立図書館講座室にてリファレンス資料を参考に Wikipedia執筆作業。 

＜Wikipedia 三枚橋城記事＞ 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%89%E6%9E%9A%E6%A9%8B%E5%9F%8E 

＜Wikipedia 沼津城記事＞ 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B2%BC%E6%B4%A5%E5%9F%8E 

2018/7/17 Code for ふじのくに HP に WikipediaTown#10 のまとめ記事を掲載。 

2018/10月中旬 WikipediaTown#11 の予約受付を Doorkeeper と FB で開始。 

        文化財に設置する QR コードのサンプル作成。 

2018/10月下旬 長浜城についてのリファレンスを行う。 

2018/11/4 WikipediaTown#11 を行う。 

・現地集合し学芸員さんの解説を聞きながら長浜城のフィールドワークを行う。 

・沼津市立図書館講座室にてリファレンス資料を参考に Wikipedia執筆作業。 

＜Wikipedia 長浜城記事＞ 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%95%B7%E6%B5%9C%E5%9F%8E_(%E4%BC%8A

%E8%B1%86%E5%9B%BD) 

2018/11/5 Code for ふじのくに HP に WikipediaTown#11 のまとめ記事を掲載。 

2018/12月中旬 WikipediaTown#12 の予約受付を Doorkeeper と FB で開始。 

松蔭寺についてのリファレンスを行う。 

2019/1/5 WikipediaTown#12 を行う。 

・現地集合し学芸員さんの解説と地域ボランティアの方の解説を聞きながら松蔭

寺のフィールドワークを行う。 

・主催のみ文化財センターで文化財看板に QR コードを貼り付ける為の必要手続き

について打ち合わせを行う。 

・沼津市立図書館講座室にてリファレンス資料を参考に Wikipedia執筆作業。 

＜Wikipedia 松蔭寺記事＞ 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%BE%E8%94%AD%E5%AF%BA 

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%89%E6%9E%9A%E6%A9%8B%E5%9F%8E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%B2%BC%E6%B4%A5%E5%9F%8E
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%95%B7%E6%B5%9C%E5%9F%8E_(%E4%BC%8A%E8%B1%86%E5%9B%BD)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%95%B7%E6%B5%9C%E5%9F%8E_(%E4%BC%8A%E8%B1%86%E5%9B%BD)
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%9D%BE%E8%94%AD%E5%AF%BA


2019/1/14 Code for ふじのくに HP に WikipediaTown#13 のまとめ記事を掲載。 

2019/1月中旬 QR コードを貼り付けた際の市民からの FAQ を作成。 

2019/2月 QR コードシールの作成作業。 

2019/3月上旬 QR コード添付についての許可申請を行う。 

       WikipediaTown#13 にの予約受付を Doorkeeper と FB で開始。 

2019/3/21 神明塚古墳看板にWikipediaTown#3で作成したQRコードシールの添付

と WikipediaTown#13 を行う。 

・神明塚古墳の説明を参加者に対して学芸員さんに行ってもらう。 

・神明塚古墳看板に QR コードシールを貼り付ける。 

・神明塚古墳についての加筆作業と WikipediaTown の次年度に向けての話し合い

を図書館で行う。 

事業効果 

※ 事業の効果を記載してください。 

  ソフト部門のステップアップ型事業・ハード部門４事業については、事業計画書において設定した、

成果指標と数値目標による評価を記載してください。 

＜作成したWikipediaの記事の閲覧数＞ 

松蔭寺：1/5-3/4 の間に1410回/1日平均24回 

長浜城（伊豆国）：11/4-3/4 の間に2282回/1日平均19回 

三枚橋城：7/16-3/4 の間に3635回/1日平均16回 

沼津城：7/16-3/4 の間に6208 /1日平均27回 

興国寺城：4/15-3/4 の間に14919/ 1日平均46回 

合計36727回の沼津市文化財の情報が閲覧されることになった。 

＜googleの検索結果＞ 

上記の項目は検索履歴による個人差は有るが、概ね1番上に表示されるようになっ

た。通常のSEO対策をした場合１ワードに付き１ヶ月１０万円ほどかかるので、年間

600万程度の事業効果を発揮した。 

＜QRコードの設置＞ 

昨年当事業内で行った「神明塚古墳」についての現地案内看板に、WikipediaのURLを

記載したQRコードを貼り付け、日本初のWikipediatownを達成した。 

 



今後の活動予定 

作った Wikipedia の記事をどうやって情報利活用していくか、二次利用の方法を 

推進するための勉強会や、ワークショップの開催。 

自己評価 

Wikipedia の QR コードを掲載するにあたり、日本初の取り組みとなったことは 

私たちにとっても、沼津市にとっても誇るべき成果である。 

今回の取り組みは静岡新聞に掲載された為、近隣市町でも同様の取り組みをした

いと問い合わせが増えており、今年度は沼津市とは別途５回のワークショップを

行った。 

沼津市内での活動より、他市での活動の方が波及効果が高く沼津市自体との連携

強化の必要性を感じる。 


